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北海道大学と高エネルギー加速器研究機構が連携協力協定を締結 

― 日本中の研究者が活用できる触媒の構造・機能解析システム発展に寄与 ― 

 

 

【概要】 

国立大学法人北海道大学（以下，北海道大学 総長 佐伯 浩）と大学共同利用機関法人高エネル

ギー加速器研究機構（以下，高エネルギー加速器研究機構 機構長 鈴木 厚人）は，我が国の学術

研究と教育の発展，加速器科学技術の向上に，新たな重要な役割を果たすことを目的とし，連携協力

協定を２０１０年７月１日，北海道大学（札幌市北区）において締結しました。 

 

【経緯・目的】 

北海道大学では，ビームライン（加速器から放出される量子線）研究会を立ち上げ，加速器を利用

した新しい研究プロジェクトの展開及び小型加速器の設置について検討してきましたが，今後，両機

関が連携することで，研究活動を発展させられるとの結論に達しました。 

両機関における相互の研究開発能力及び人材等を活かし，物質科学研究，生物科学，量子ビーム科

学，触媒化学，素粒子物理学，医学などの個別研究領域の推進を図るとともに，人材の育成，人材交

流をますます発展させ，世界の第一線で先導的な役割を果たすべく，異分野融合型の研究開発の連携・

協力を積極的に推進することを目的として，本協定を締結しました。 

 

【有効期間】 

平成２２年７月１日から平成２５年３月３１日まで 

 

【連携内容】 

（１）共同研究等の研究協力 

  (a) 共同研究を推進 

・ 放射光新規材料開発 

・ 環境触媒の界面解析 

・ 素粒子理論と実験の共同研究 

・ 小型加速器建設(量子ビーム応用，医療応用研究，検出器開発)支援 

・ その他に両機関の教員が必要と認めた共同研究 



（２）大学院連携 

  (a) 連携講座設置など，相互の連携協力 

（３）研究交流及び人材交流 

(a) シンポジウム，ワークショップの開催 

（４）教育・人材育成の相互支援 

  (a) セミナー，講義等の開催 

（５）研究施設・設備の相互利用 

(a) 高エネルギー加速器研究機構のビームライン等の運用への協力・参画 

(b) 高エネルギー加速器研究機構の施設設備を利用した共同研究を展開 

 

【期待される成果】 

従来以上に生物，物質・材料，環境・資源・エネルギー分野，素粒子科学，医学，加速器科学に 

おける共同研究が発展するだけでなく，特に北海道大学の日本で唯一の触媒化学を専門とした「北海

道大学触媒化学研究センター」と，巨大加速器等の構造・機能解析装置を所有する「高エネルギー加

速器研究機構」が結びつくことにより，内外の研究者が活用できる触媒の構造・機能解析システムを

構築し、サステナブル社会（持続可能社会）実現に寄与します。 

 

 

 

〈お問い合わせ先・報道担当〉 

（お問い合わせ先） 

北海道大学 触媒化学研究センター 朝倉 

TEL: 011-706-9113 E-mail: askr@cat.hokudai.ac.jp 

高エネルギー加速器研究機構 研究協力部 池田 

TEL: 029-879-6214 E-mail: tikeda@mail.kek.jp  

 

（報道担当） 

北海道大学総務部広報課 菅原 

TEL: 011-706-2610 FAX: 011-706-4870 E-mail: kouhou@jimu.hokudai.ac.jp 

高エネルギー加速器研究機構広報室  

    TEL: 029-864-6047  FAX: 029-879-6049  E-mail: proffice@kek.jp 

 


